
　

記
録
を
更
新
す
る
残
暑
や
台
風
に
気
が

沈
み
そ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
う
い
う
時
こ
そ

「
な
に
く
そ
負
け
て
た
ま
る
か
」
と
、
皆
様

と
共
に
元
氣
を
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
七
月
に
、
四
代
目
社
長
、
え
に
し
屋

主
宰
の
清
水
義
晴
が
永
眠
し
ま
し
た
。
十
八

年
前
、
講
演
中
に
脳
内
出
血
で
倒
れ
、
九
死

に
一
生
を
得
た
後
、
地
域
の
茶
の
間
創
始
者

の
河
田
珪
子
さ
ん
と
「
新
潟
市
を
日
本
一
の

福
祉
都
市
に
し
よ
う
」
と
誓
い
合
い
、
そ
の

言
葉
を
心
の
支
え
と
し
最
後
ま
で
精
一
杯
生

き
き
り
ま
し
た
。
今
回
は
故
人
の
最
後
の
作

品
で
あ
り
、
最
後
の
ま
ち
づ
く
り
と
な
っ
た

地
域
共
生
絵
本
「
未
来
に
つ
な
ご
う  

地
域
の

茶
の
間
」の
表
紙
イ
ラ
ス
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
絵
本
は
新
潟
発
の
地
域
の
茶
の
間
の
活

動
実
績
を
残
し
、
未
来
へ
の
遺
産
と
し
て
後

世
の
人
達
に
受
け
継
ぎ
た
い
と
故
人
が
願

い
、
発
刊
に
至
っ
た
も
の
で
す
。
弊
社
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
大
越
理
恵
が
地
域
の
茶
の
間

の
精
神
が
虹
と
共
に
未
来
へ
つ
な
が
っ
て
い

く
よ
う
願
い
を
込
め
て
描
き
ま
し
た
。

　

皆
様
の
益
々
元
氣
な
ご
活
躍
を
心
よ
り

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

https://www.hakushindo.jp
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第
十
九
弾



清
水
義
晴 

（
し
み
ず　

よ
し
は
る
）

一
九
四
九
年
新
潟
市
生
ま
れ
。
父
親
（
二
代
目
社
長
）
の
急
逝
に
よ

り
二
十
六
歳
で
㈱
博
進
堂
の
取
締
役
と
な
り
、「
人
間
尊
重
」
の
企
業

の
あ
り
方
を
模
索
し
企
業
改
革
を
進
め
る
。
一
九
八
四
年
に「
点
塾
」

を
設
立
し
、「
教
え
な
い
教
育
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
共
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
発
。
三
十
八
歳
で
経
営
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
現
代
美
術
の

「
創
庫
美
術
館
・
点
」
の
運
営
に
携
わ
っ
た
後
「
え
に
し
屋
」
を
設

立
し
全
国
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
。
二
〇
〇
六
年
和
歌
山
で
の
講
演

中
に
脳
内
出
血
で
倒
れ
車
椅
子
の
生
活
に
入
る
。
こ
れ
ま
で
の
実
績

が
映
画
「
降
り
て
ゆ
く
生
き
方
」（
二
〇
〇
九
年
公
開 

武
田
鉄
矢
主

演
）
の
関
係
者
の
目
に
と
ま
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
ベ
ー
ス
に
な
る
と

共
に
、
映
画
出
演
も
果
た
す
。
二
〇
二
四
年
七
月
二
十
八
日
永
眠
。

大
越
理
恵 

（
お
お
ご
し　

り
え
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）

㈱
博
進
堂（
制
作
部
）

学
校
ア
ル
バ
ム
の
イ
ラ
ス
ト
集
を
は
じ
め
、
商
業
印
刷
や
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
イ
ラ
ス
ト
を
担
当
。
デ
ジ
タ
ル
機
能
を
駆
使
し
た
新
し

い
表
現
を
探
究
し
、
オ
ー
ダ
ー
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
タ
ッ
チ
の

イ
ラ
ス
ト
を
描
く
。
人
柄
が
表
れ
る
温
か
な
表
現
が
、
多
く
の
方

を
魅
了
し
て
い
る
。

新
潟
市
を
日
本
一
の

　

福
祉
都
市
に
し
よ
う


